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重点事業と注目ポイント重点事業と注目ポイント重点事業と注目ポイント
　12月９日から11日までの日程で、令和７年第４回南伊勢町議会定例会が開催されました。補正
予算案６件、条例案17件、その他の議案２件が提案され、すべて原案通り可決されました。一般
質問では議員８名が質問を行いました。
　また、12月25日には臨時会が開催され、補正予算案１件が提案され、可決されました。

令和７年　第４回定例会・第６回臨時会

　

令
和
９
年
12
月
末
を
も
っ
て
、
蛍
光
灯
の
製
造

が
中
止
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
て
い
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
、
指
定

管
理
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
照
明
整
備
工
事

３
１
７
万
円

炭素・SDG’s脱

第４回　定例会
議案第73号　令和７年度南伊勢町  一般会計補正予算（第５号）

　
若
者
移
住
定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
、
空
き
家
の

有
効
活
用
、
並
び
に
町
外
か
ら
の
移
住
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
町
外
へ
の
転
出
を
抑
制
し
、
定
住
促
進

を
図
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
に
お
け
る

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
経
費
、
並
び
に
住
宅
取

得
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

新
築
及
び
中
古
住
宅
取
得
補
助
金

空
き
家
バ
ン
ク
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

１
５
０
０
万
円

５
５
０
万
円

評につき追加します好
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議案第73号　令和７年度南伊勢町一般会計補正予算（第５号）歳入

第６回　臨時会
議案第99号　令和７年度南伊勢町一般会計補正（第６号）

　
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
生
活
者
及
び
事
業
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
町
内
各
店
舗
で
利
用
で
き
る
地
域
振
興

商
品
券
を
発
行
し
、
支
援
し
ま
す
。

　
物
価
高
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
子
ど
も
に
支
給

し
ま
す
。　

地
域
振
興
商
品
券

子
育
て
応
援
手
当

一
人
あ
た
り

１
万
５
０
０
０
円

一
人
あ
た
り２

万
円

物

未

価高騰につき

来のために

　
当
初
２
億
円
の
寄
付
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

当
初
を
上
回
る
寄
付
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
増
額
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
増
額

３
０
０
０
万
円

有 効活用を
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議員の Q uestion 行政の A nswer

質問議員 質　問　事　項 ページ
上　村　直　美 ①  第４次南伊勢町総合計画の成果、課題、および今後の見直しについて ５

山　本　克　彦 ①  南海トラフ巨大地震と海外遠地津波、二つの災害リスクに対応する
　  防災体制の強化について ６

掛　橋　　　靖 ①  行財政改革の実効性と予算編成の優先順位づけに関する考え方について ７

田　岡　　　悟 ①  全国豊かな海づくり大会の成果とレガシー展開について
②  財政の持続可能性に関する取組について ８

森　　　源　久 ①  獣害対策に関連する事柄 ９

岡　本　　　眞
①  全国豊かな海づくり大会について
②  町立病院について
③  若者定住について

10

倉　田　　　育
①  大規模災害について
　  「御遺体の埋火葬の実施のための基本的指針」の策定や対応策は
②  近年増加する熊被害への新たな対策について

11

岡　田　和　夫
①  高齢者が安心して過ごせる町をどうつくるか
②  南伊勢町の地域防災計画について
③  精神障がい者にも福祉医療の適用を

12

12月定例会における傍聴者の総数

５ 名（内メディア関係者数　３名）

一 般 質 問

一般質問は、町民の声や議員自身の考えをもとに、町の行政・財政の全般にわたり、執行機関に
対して疑問点をただし、将来に対する政策方針などを問うものです。

一般質問の質問事項・内容は、議会広報特別委員会で会議録に基づいて編集、要約しています。
詳細は、議会事務局にお問い合わせください。  （ TEL  0599－66－1781）

あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

　　　次回定例議会（予定）　　議会を傍聴しませんか　
３月議会　３月３日～３月23日

傍聴の受付は議会事務局まで。
皆さまの傍聴をお待ちしています。



令和８年２月5

８ 名 が 登 壇　 一 般 質 問

人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
は
深
刻
な
課

題
。
こ
う
し
た
中
、
将
来
の
羅

針
盤
と
な
る
の
が
第
４
次
南
伊

勢
町
総
合
計
画
で
あ
る
。
計
画

に
あ
た
っ
て
は
、
本
町
を
取
り

巻
く
５
つ
の
大
き
な
課
題
が
明

示
さ
れ
た
。

　
町
民
の
暮
ら
し
や
町
の
存
続

に
関
わ
る
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
対

処
し
成
果
を
あ
げ
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
今
後
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
。

課題も残されている［町長］

総合計画の成果は

Ｑ

［
町
長
］　
第
４
次
南

伊
勢
町
総
合
計
画

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な

考
え
方
で
あ
る
本
町
が
進
め
る

大
切
な
５
つ
の
考
え
の
も
と
、

ま
ち
の
め
ざ
す
姿
の
実
現
を
目

指
し
、
取
組
を
進
め
て
き
た
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に

よ
り
、
一
次
産
業
や
福
祉
・
医

療
、
子
育
て
応
援
や
オ
ー
ル
南

伊
勢
の
実
現
と
な
る
多
様
な
主

体
の
活
躍
な
ど
一
定
の
成
果
は

得
ら
れ
た
も
の
の
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、

新
た
な
社
会
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

な
ど
、
次
の
後
期
基
本
計
画
で

取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
も

残
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。 Ａ

　
今
回
の
計
画
に
お
い
て
は
、

進
捗
状
況
や
役
場
に
よ
る
自
己

評
価
等
へ
の
意
見
や
提
案
を
受

け
る
場
と
し
て
今
ま
で
な
か
っ

た
総
合
計
画
・
総
合
戦
略
推
進

会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、
多
く

の
町
民
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
今
後
の
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
６
月
に
後

期
基
本
計
画
策
定
方
針
を
定

め
、
前
期
基
本
計
画
の
中
で
新

た
に
出
て
き
た
取
組
や
財
政
健

全
化
に
向
け
た
考
え
方
の
反

映
、
ま
た
国
の
新
た
な
動
き
へ

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
な

ど
、
計
画
の
更
新
に
向
け
た
基

本
的
な
方
向
性
を
設
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
町
民
の
意
見
を

広
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り

実
効
性
の
高
い
後
期
基
本
計
画

の
策
定
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
な
お
、
ま
ち
づ
く
り
で
大
切

な
こ
と
は
、
単
に
計
画
を
作
る

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
確
実
に

実
行
で
き
る
こ
と
だ
と
考
え

る
。

　  　 ５つの柱 

1.「誰もが元気なまち」
2.「活力のある産業・経済」
３.「安心安全のまち」　
4.「子育て応援日本一のまち」
5.「輝きをもてるまち」

議員上
うえ

 村
むら

 直
なお

 美
み

※
第
４
次
南
伊
勢
町
総
合
計
画
は

令
和
５
年
３
月
に
策
定
。
基
本

計
画
は
前
期
・
後
期
で
各
４
年

間
と
定
め
ら
れ
て
い
る 訓練の積み重ね
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８ 名 が 登 壇　 一 般 質 問

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

沖
で
発
生
し
た
地
震

に
よ
り
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
、
本
町
で
も
防
災
対
応
が
取

ら
れ
た
。

　
地
域
の
防
災
行
動
計
画
は
見

直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
津

波
避
難
計
画
、
庁
内
連
携
体

制
、
住
民
へ
の
情
報
伝
達
な
ど

変
化
す
る
リ
ス
ク
に
応
じ
た

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要
と
考
え

る
。
遠
地
津
波
に
対
し
、
本
町

が
実
施
し
た
具
体
的
な
対
応
と

総
括
は
。

　
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
へ
の
対
応
体
制
の
整

備
、
津
波
避
難
施
設
、
高
台
避

難
の
整
備
状
況
と
課
題
認
識

は
。

今後の改善を要する
　　　課題も明らかになった

［町長］
遠地津波への対策は

Ｑ

［
町
長
］　
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
半
島
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
に
よ
り
発
生
し
た

遠
地
津
波
に
対
し
て
、
本
町
に

お
い
て
も
災
害
警
戒
本
部
を
設

置
し
、
防
災
無
線
や
緊
急
速
報

メ
ー
ル
等
に
よ
る
情
報
伝
達
、

沿
岸
部
パ
ト
ロ
ー
ル
、
漁
業
者

へ
の
避
難
呼
び
か
け
な
ど
、
平

時
の
訓
練
を
踏
ま
え
た
対
応
を

行
っ
た
。
総
括
す
る
と
、
情
報

伝
達
や
初
動
体
制
に
つ
い
て
は

概
ね
円
滑
に
機
能
し
、
町
民
の

防
災
力
向
上
も
確
認
で
き
た

が
、
猛
暑
の
中
で
の
避
難
と
な

り
、
避
難
場
所
や
避
難
所
の
暑

さ
対
策
や
水
分
補
給
、
健
康
管

理
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認

識
さ
れ
た
。

Ａ

　
ま
た
、
指
定
避
難
所
以
外
の

公
共
施
設
に
避
難
さ
れ
た
方
や

車
中
避
難
も
多
く
、
人
数
の
把

握
が
困
難
で
あ
り
、
情
報
収
集

の
難
し
さ
や
、
要
配
慮
者
支
援

体
制
、
夜
間
・
悪
天
候
時
の
避

難
体
制
、
長
時
間
に
お
よ
ぶ
避

難
な
ど
、
今
後
の
改
善
を
要
す

る
課
題
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

今
後
、
訓
練
や
計
画
の
見
直
し

を
行
い
一
層
充
実
さ
せ
て
い

く
。　
　

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

へ
の
対
応
と
し
て
も
、
災
害
時

に
的
確
な
対
応
が
可
能
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

議員山
やま

 本
もと

 克
かつ

 彦
ひこ

知識は身を助ける

助け合いと備えが重要

　
各
施
設
お
よ
び
高
台
避
難
の

整
備
状
況
に
つ
い
て
。
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
か
ら
津
波
一
次

避
難
場
所
を
20
ｍ
の
高
さ
を
目

安
に
、
２
４
０
箇
所
、
整
備
を

し
た
。
ま
た
近
隣
市
町
や
民
間

施
設
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

で
、
避
難
所
の
確
保
を
進
め
て

い
る
。

　
今
後
は
、
今
年
度
の
遠
地
津

波
対
応
で
得
ら
れ
た
教
訓
を
踏

ま
え
、
避
難
訓
練
の
充
実
、
情

報
伝
達
手
段
の
多
重
化
、
地
区

防
災
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と

遠
地
津
波
、
双
方
の
リ
ス
ク
に

的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。
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令
和
８
年
度
当
初
予

算
に
あ
た
り
、
前
年

度
比
20
％
削
減
の
方
針
が
示
さ

れ
た
と
聞
い
た
。

　
近
年
、
町
民
生
活
を
支
え
る

行
政
基
盤
そ
の
も
の
が
揺
ら
ぎ

始
め
て
い
る
。
加
え
て
生
活
イ

ン
フ
ラ
は
限
界
に
近
づ
い
て
い

る
。
一
方
、
財
政
面
で
は
、
経

常
収
支
比
率
が
２
年
連
続
で
高

止
ま
り
し
、
義
務
的
経
費
の
増

加
に
よ
り
、
政
策
的
経
費
の
自

由
度
が
年
々
低
下
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
削
減

を
打
ち
出
す
こ
と
は
、
単
な
る

歳
出
抑
制
に
留
ま
ら
ず
、
町
政

運
営
の
根
幹
を
揺
る
が
す
政
策

判
断
で
あ
る
。

　
町
長
は
こ
の
削
減
方
針
の
背

景
に
あ
る
政
治
判
断
、
今
後
の

町
政
運
営
の
方
向
性
を
ど
の
よ

う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

持続可能な財政基盤の構築に努める［町長］

財政運営の方向性は

Ｑ

［
町
長
］　
本
町
は
地

域
医
療
や
公
共
交
通

な
ど
日
常
生
活
を
支
え
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
高
ま
る

一
方
で
、
自
主
財
源
は
限
ら
れ

て
お
り
、
地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
、
地
方
債
と
い
っ
た

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
限
ら

れ
た
財
源
を
最
大
限
活
か
す
べ

く
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
歳

入
確
保
策
を
重
視
し
た
行
財
政

運
営
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
向

け
て
掲
げ
た
前
年
度
比
20
％
削

減
は
、
単
な
る
一
律
カ
ッ
ト
で

は
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
あ
た
り
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
財
政
的
責
任
を
果
た
す
か

を
改
め
て
整
理
し
、
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
予
算
編
成
を
行
う
た
め

の
目
標
設
定
で
あ
る
。

Ａ

行政サービスの質は落とさない

　
私
が
目
指
す
行
財
政
改
革
と

は
、
住
民
福
祉
と
財
政
規
律
の

両
立
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
最
適
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　

町
民
の
安
心
を
守
り
な
が

ら
、
将
来
へ
の
投
資
を
可
能
と

す
る
財
政
構
造
へ
の
転
換
を
着

実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
国
が
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

保
障
し
、
地
方
が
限
界
的
財
政

責
任
を
負
う
と
い
う
原
則
の
も

と
、
本
町
と
し
て
も
補
助
金
・

交
付
金
・
有
利
な
起
債
の
活

用
、
自
主
財
源
の
確
保
を
組
み

合
わ
せ
、
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
の
構
築
に
努
め
て
い
く
。

掛
かけ

  橋
はし

　靖
やすし

議員
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本
町
が
漁
船
パ
レ
ー

ド
、
種
苗
放
流
の
会

場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
。

　
町
民
、
漁
業
関
係
者
、
学
校

関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一

体
と
な
っ
て
大
会
を
支
え
、
全

国
に
「
海
と
共
に
生
き
る
ま
ち

南
伊
勢
」
を
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
こ
の
成
果
を
一
過
性
の
も
の

と
せ
ず
、
町
の
将
来
に
ど
う
結

び
つ
け
る
の
か
。

持続可能な海洋環境の保全［町長］

海づくり大会のレガシーは

Ｑ

［
町
長
］　「
海
と
と

も
に
生
き
る
町
・
南

伊
勢
」
の
実
現
に
向
け
、
海
や

食
、
漁
業
文
化
の
発
信
強
化
、

水
産
業
振
興
と
担
い
手
確
保
、

海
を
活
か
し
た
教
育
の
充
実
、

持
続
可
能
な
海
洋
環
境
の
保
全

を
基
本
方
針
と
し
て
、
関
係
者

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
回
の
海
づ
く
り
大
会
で
得

た
財
産
を
教
育
分
野
で
は
稚
魚

放
流
や
水
産
学
級
を
継
続
・
発

展
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
海
を

学
び
・
守
り
・
生
か
す
力
を
育

む
。
産
業
分
野
で
は
大
会
で
高

ま
っ
た
注
目
を
、
水
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡
大
、
担
い

手
確
保
に
つ
な
げ
る
。
観
光
分

野
で
は
海
の
体
験
型
観
光
な

ど
、
大
会
の
内
容
を
モ
デ
ル
に

し
た
観
光
資
源
づ
く
り
を
進

め
、
環
境
分
野
で
は
藻
場
再
生

や
海
岸
保
全
な
ど
、
持
続
可
能

な
海
づ
く
り
の
取
組
を
継
続

し
、
地
域
と
協
働
し
て
豊
か
な

海
の
保
全
に
努
め
る
。

Ａ

財
政
の
持
続
可
能
性
は

［
町
長
］
健
全
化
へ
の
取
組
を
一
層
強
化

本
町
の
財
源
は
、
今

後
数
年
間
に
わ
た
り

毎
年
の
財
源
不
足
が
見
込
ま

れ
、
基
金
に
よ
る
補
填
に
よ
り

財
政
を
均
衡
さ
せ
る
状
況
が
続

く
見
通
し
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
に
持
続
可
能
性

を
確
保
し
、
必
要
な
事
業
を
守

り
な
が
ら
財
政
の
健
全
化
を

図
っ
て
い
く
の
か
、
取
組
に
つ

い
て
は
。

Ｑ

［
町
長
］　
本
町
の
財

政
状
況
に
つ
い
て

は
、
歳
入
面
で
は
自
主
財
源
の

根
幹
で
あ
る
町
税
は
、
人
口
減

少
・
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
依
存
財
源
の
中
心
で
あ
る
地

方
交
付
税
は
、
近
年
高
い
水
準

で
推
移
し
て
い
る
が
、
今
後
も

地
方
財
政
計
画
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
外
部
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
補
助
金
の
積
極
的

な
活
用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
拡
大
、
民
間
資
金
の
活

用
、
広
域
連
携
に
よ
る
事
業
の

共
同
実
施
な
ど
、
財
源
確
保
策

を
推
進
し
て
い
く
。

Ａ

海と共に生きる　

田
た

  岡
おか

　悟
さとる

議員

財源の確保　
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獣
害
に
よ
る
被
害
に

つ
い
て
、
テ
レ
ビ
、

新
聞
等
、
メ
デ
ィ
ア
で
、
連

日
、
大
き
く
顕
著
に
報
道
さ
れ

て
き
て
い
る
。
農
業
へ
の
被
害

は
、
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
人
間
へ

の
攻
撃
に
よ
る
人
的
、
人
身
被

害
へ
の
獣
害
対
策
は
、
ど
こ
の

自
治
体
に
お
い
て
も
、
ま
ず
、

第
一
に
考
え
る
必
要
の
あ
る
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
基
本
と
な

る
獣
害
対
策
と
は
、
ど
の
よ
う

に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
９
月
１
日
に
は
、
改
正
鳥
獣

保
護
管
理
法
が
施
行
さ
れ
た
。 

ま
た
、
11
月
13
日
よ
り
、
警
察

官
が
人
里
近
く
で
、
ク
マ
を
銃

で
駆
除
で
き
る
運
用
が
始
ま

り
、
迅
速
な
駆
除
が
可
能
と
な

っ
た
。
獣
害
対
策
に
関
連
す
る

事
柄
に
つ
い
て
の
課
題
・
問
題

点
、
並
び
に
、
今
後
、
考
え
て

い
く
べ
き
必
要
の
あ
る
事
柄
は

何
か
。

警察・県・猟友会と連携し
　　安全で安心できる環境を

［町長］
獣害対策は

Ｑ

［
町
長
］　
近
年
の
獣

害
に
よ
る
被
害
の
深

刻
化
は
、
農
業
被
害
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
住
民
の
皆
様
の
生

命
・
身
体
に
関
わ
る
重
大
な
課

題
で
あ
り
、
当
町
と
し
て
も
最

Ａ

 クマは、冬眠する習性を
                  忘れたのでしょうか、、、？ ！

重
要
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。

　
基
本
と
な
る
獣
害
対
策
に
つ

い
て
は
、「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」

・「
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業

等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」・
三
重
県
被
害
防
止
の
捕

獲
許
可
事
務
取
扱
要
領
に
基
づ

い
て
い
る
。

　
町
は
、 

こ
れ
ら
の
法
律
等
に

基
づ
き
、
獣
害
対
策
を
進
め
て

い
る
。「
緊
急
銃
猟
制
度
」
の

新
設
に
よ
り
、
安
全
確
保
等
の

条
件
の
下
で
、
人
の
日
常
生
活

圏
に
侵
入
し
た
ク
マ
・
イ
ノ
シ

シ
を
市
町
村
長
の
判
断
で
当
該

地
域
か
ら
排
除
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
家
公

安
委
員
会
規
則
の
改
正
に
よ

り
、
警
察
官
職
務
執
行
法
に
基

づ
き
、
警
察
官
が
ラ
イ
フ
ル
銃

を
使
用
し
た
ク
マ
の
駆
除
が
可

能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
緊
急

時
に
対
応
で
き
る
人
材
が
限
ら

れ
、
銃
器
規
制
の
煩
雑
さ
、
住

宅
地
で
の
銃
器
使
用
に
伴
う
リ

ス
ク
等
の
課
題
が
あ
る
。
当
町

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま

え
、
警
察
・
県
・
猟
友
会
と
日

頃
か
ら
緊
密
に
連
携
し
住
民
の

森
もり

　源
もと

  久
ひさ

議員

皆
様
が
安
全
で
安
心
で
き
る
環

境
を
最
優
先
に
、
実
効
性
の
あ

る
獣
害
対
策
を
継
続
的
に
推
進

し
て
い
く
。
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環境づくりを進める［町長］

働く場所の確保は

若
者
定
住
に
つ
い
て

力
を
入
れ
て
頑
張
っ

て
い
る
と
感
じ
て
る
が
、
定
住

を
促
進
す
る
に
は
、
働
く
場
所

の
確
保
が
大
切
な
要
素
と
な

る
。

　
三
重
県
に
お
い
て
も
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
事
業
な
ど
に
力
を
入

れ
る
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

が
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
観
光
振
興
に
関
す
る
所
見

は
。 Ｑ

［
町
長
］　
美
し
い
自

然
、
地
域
文
化
、
そ

し
て
ど
こ
に
で
も
誇
れ
る

「
食
」。
こ
れ
ら
を
活
か
し
て

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
質

の
高
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創

Ａ

「南伊勢体験ワールド」
　　　　五感で楽しむ多彩な体験 

岡
おか

  本
もと

　眞
まこと

議員

病
院
の
現
状
と
課
題
は

［
町
長
］
安
定
運
営
を
強
く
要
望

自
治
体
な
ど
の
運
営

す
る
病
院
が
、
全
国

的
に
深
刻
な
経
営
難
に
あ
え
い

で
い
る
。

　
当
町
に
お
け
る
現
状
と
課
題

は
。 Ｑ

［
町
長
］　
全
国
の
公

立
病
院
と
同
様
に
、

人
件
費
や
医
療
材
料
費
が
増
加

す
る
中
で
診
療
報
酬
の
伸
び
が

追
い
つ
か
ず
、
経
営
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、
10
月
に
は
知
事
に
対
し
、

11
月
に
は
県
選
出
国
会
議
員
に

対
し
、
公
立
病
院
の
安
定
運
営

に
必
要
な
地
方
交
付
税
・
補
助

金
の
確
保
や
診
療
報
酬
の
特
例

的
な
見
直
し
を
強
く
要
望
し

た
。

　
町
立
病
院
が
地
域
医
療
を
守

る
基
盤
と
し
て
存
続
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
町
と
し
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ

地域医療を守る

り
だ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
豊
か
な
海
の
幸
を
活
か
し
た

漁
業
体
験
、
地
元
農
産
物
な
ど

の
食
材
や
集
落
な
ら
で
は
の
食

文
化
の
発
信
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
包
括
し
た
観
光
協
会
が

進
め
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に

つ
い
て
、
町
も
一
体
と
な
っ
て

支
援
を
し
て
い
る
。

　
伊
勢
志
摩
地
域
に
お
け
る
本

町
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
地
域

資
源
を
活
か
し
、
若
い
世
代
が

「
働
く
場
所
は
伊
勢
志
摩
地

域
、
暮
ら
す
場
所
は
南
伊
勢

町
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
選
び
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

町立病院
ホームページ

QR コード
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町
内
に
は
、
災
害
時

に
被
害
に
あ
っ
て
命

を
落
と
さ
れ
た
方
の
御
遺
体
を

保
管
で
き
る
適
切
な
場
所
が
現

状
存
在
し
な
い
と
考
え
る
。
災

害
時
に
お
け
る
遺
体
安
置
・
保

管
、
検
案
、
身
元
確
認
、
搬

送
、
埋
火
葬
ま
で
の
対
応
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
「
御
遺
体
の
埋
火
葬
の

実
施
の
た
め
の
基
本
的
指
針
」

を
策
定
す
る
考
え
は
。　

具体的な検討を進める［町長］

災害時、御遺体への対応指針は

Ｑ

［
町
長
］　
本
町
で

は
、
地
域
防
災
計
画

の
中
で
遺
体
搬
送
や
安
置
の
基

本
的
な
手
順
は
定
め
て
い
る
。

専
用
の
遺
体
安
置
施
設
が
存
在

Ａ

し
な
い
、
ま
た
一
般
的
に
遺
体

安
置
所
と
し
て
の
利
用
が
多
い

体
育
館
等
は
二
次
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
安
置
所
を
定
め
た
と
し
て
も

災
害
状
況
に
よ
り
、
施
設
が
被

災
し
、
収
容
が
で
き
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
「
御
遺
体
の
埋
火
葬
の
実
施

の
た
め
の
基
本
的
指
針
」
に
つ

い
て
は
、
本
町
と
し
て
も
安
置

場
所
の
確
保
方
法
、
搬
送
手

順
、
記
録
管
理
、
遺
族
対
応
な

ど
災
害
現
場
で
統
一
的
に
運
用

で
き
る
指
針
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
現
在
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
関
係

団
体
等
と
連
携
し
て
、
災
害
時

で
の
御
遺
体
収
容
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
に
向
け
、
具
体
的
な
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　
引
き
続
き
、
災
害
対
応
の
実

効
性
を
高
め
る
体
制
整
備
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　　施設設備の充実を　　　　　　　　　

ク
マ
対
策
は

［
町
長
］
県
や
関
係
各
所
と
協
力
し
な
が
ら

近
年
、
全
国
的
に
市

街
地
で
の
ク
マ
の
出

没
が
増
加
し
、
人
身
被
害
も
多

数
発
生
し
て
い
る
。
現
在
の
熊

対
策
の
状
況
は
。

　
ま
た
、
先
進
地
の
よ
う
に
県

と
連
携
し
、
麻
酔
吹
き
矢
に
よ

る
捕
獲
が
可
能
と
な
る
資
格
者

や
担
い
手
の
育
成
の
考
え
は
。

Ｑ

［
町
長
］　
９
月
１
日

に
改
正
鳥
獣
保
護
管

理
法
が
施
行
さ
れ
、
人
の
生
活

圏
に
出
没
し
た
ク
マ
に
対
し
、

市
町
村
長
の
判
断
に
よ
り
猟
銃

を
用
い
た
緊
急
的
な
捕
獲
が
可

能
と
な
っ
た
。

　
緊
急
銃
猟
の
実
施
は
、
猟
友

Ａ

会
の
皆
様
へ
の
負
担
や
危
険
性

が
依
然
と
し
て
大
き
く
、
実
施

条
件
も
厳
格
で
あ
る
た
め
、
必

ず
し
も
迅
速
な
対
応
に
結
び
つ

か
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
住
居
や
学
校
等
の

施
設
内
に
侵
入
し
た
事
案
で

は
、
猟
銃
に
よ
る
対
応
が
困
難

な
た
め
、
麻
酔
薬
を
用
い
た
吹

き
矢
に
よ
る
捕
獲
事
例
の
報
道

も
あ
る
。
現
在
の
ク
マ
対
策
で

は
、
県
や
警
察
、
猟
友
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
出
没
情
報
の
共

有
、
注
意
喚
起
、
町
実
施
隊
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
捕

獲
檻
の
設
置
、
ク
マ
出
没
時
の

対
応
訓
練
等
、
被
害
防
止
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
先
進
地
自
治
体
の
事
例
等

を
参
考
に
、
県
や
関
係
各
所
と

協
力
し
な
が
ら
、
麻
酔
吹
き
矢

に
よ
る
捕
獲
が
可
能
と
な
る
有

資
格
者
の
育
成
や
担
い
手
確
保

の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
し
て
い
く
。

倉
くら

  田
た

　育
いく

議員

クマ注意
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８ 名 が 登 壇　 一 般 質 問

［町長］

飲料水は

大
規
模
な
２
次
避
難

所
の
飲
料
水
は
ど
の

よ
う
に
確
保
す
る
予
定
な
の

か
。 Ｑ

引
き
続
き
備
蓄
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
個
人
や
三
重
県
に

よ
る
備
蓄
、
ま
た
、
宿
浦
・
阿

曽
浦
・
道
方
の
配
水
池
へ
の
緊

急
遮
断
弁
の
設
置
、
三
重
県
及

び
各
市
町
と
の
「
三
重
県
水
道

災
害
広
域
応
援
協
定
」
の
締
結

等
、
多
く
の
方
法
で
災
害
時
に

お
け
る
飲
料
水
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。

高
齢
者
の
仕
事
は

［
町
長
］
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
で
き
ま
す

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
増
え
る
中
で
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
に
す
る
た
め
の
対
策
は
。
ま

た
、
高
齢
者
が
で
き
る
仕
事
を

増
や
す
こ
と
が
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
。

町
営
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を
作

る
考
え
は
。

Ｑ

［
町
長
］　
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
60 

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方
に
仕
事
を
紹
介
す
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
。
役
場
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
観
光
商
工
課

の
就
職
相
談
窓
口
で
は
、
高
齢

者
の
方
の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
も
対
応
し
て
、
今
後
も
こ

れ
ら
の
取
組
を
継
続
し
て
い

く
。

　
町
営
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を

作
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
三
重

県
で
は
、
一
定
の
整
備
率
が
確

保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
の
新
規
整
備
を
行
わ

な
い
こ
と
と
し
て
お
り
、
町
が

新
た
な
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

を
行
う
こ
と
、
運
営
を
行
っ
て

い
く
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ａ

水道災害  広域応援協定  等により

岡
おか

 田
た

 和
かず

 夫
お

議員

　大規模  給水タンク　　　　　　　　　

［
町
長
］　
町
は
、
毎

年
保
存
水
を
購
入

し
、
各
地
区
と
２
次
避
難
所
に

分
散
し
て
備
蓄
。
多
く
の
地
区

で
は
、
賞
味
期
限
が
切
れ
た
後

も
保
存
水
を
生
活
用
水
と
し
て

Ａ

社会福祉大会  開催



令和８年２月令和８年２月1313

冬の海

　冬の朝、波の音を聞きながら、11月
の全国豊かな海づくり大会を思い出しま
す。漁村の日常の中で、海を守る気持ち
をつないでいきたいですな。

（70代男性）

みんなの声

つぶやき広場つぶやき広場

あなたもつぶやきませんか？
どんなことでも大丈夫です (^ ^)/   みんなでつぶやきましょう。

〒516-0194 南伊勢町五ヶ所浦3057  議会事務局  宛 　　0599-66-2164FAX

おいしい～

　先日、大阪から大学時代の友達が、は
じめて遊びにきました。SUN！３！サン
デー！で買い物をして行き、後日、電話
でカマスの干物を、また買いに行きたい
と言ってました。

（40代女性）

※応募者多数の場合は、掲載できないことがあります。※応募者多数の場合は、掲載できないことがあります。

雨で、少し残念でしたが、、、

　昨年11月９日（日）に「全国豊かな海
づくり大会」が私たちの町で開催され、
天皇皇后両陛下が、御参加されました。
　そこで、南伊勢町において、誇らし
い、素敵な町の記念日として、制定する
ことはできないものでしょうか？

（60代女性）

豊かな海づくり大会
無事終わってよかった

　海上歓迎パレードに船を出されていた
方もお疲れさまでした。
　サザエもとこぶしも今後また、たくさ
ん取れるようになるといいなぁ～

（70代女性）

議会への期待

　議会が、私たちの声に耳を傾けてくれ
ていると感じると、もっと町のことを考
えるきっかけになると思う。そんな場が
増えることを願っています。

（60代女性）

手続きは 

　忙しい毎日の中で、行政の手続きや情
報は、できるだけ簡単でわかりやすいと
ありがたいです。
　暮らし目線の工夫に期待しています。

（30代女性）



14

に
重
点
を
置
き
、
各
担
当
課
か

ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
ど

の
よ
う
に
使
い
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
や
将
来
世
代
に
つ
な
げ
て
い

く
の
か
と
い
う
視
点
で
審
議
を

進
め
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
、

今
後
も
町
の
財
政
運
営
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
南
伊
勢
町
決
算

に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
設
置
さ
れ
た
予
算
決
算
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、
10
月
21
日

か
ら
28
日
ま
で
の
5
日
間
、
9

月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
単
に
決
算
額

を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
事

業
の
内
容
や
効
果
、
将
来
の
財

政
運
営
へ
の
影
響
と
い
っ
た
点

　
令
和
7
年
10
月
8
日
、
度
会

郡
町
議
会
連
絡
協
議
会
の
研
修

会
が
、
度
会
町
役
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
度
会
町
出
身

で
京
都
大
学
教
授
の
若
宮
淳
志

氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
今

後
の
実
用
化
が
期
待
さ
れ
る
次

世
代
太
陽
電
池
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
ま
た
、
視
察
研
修
と
し
て

「
宮
リ
バ
ー
度
会
ソ
ー
ラ
ー

パ
ー
ク
発
電
所
」
を
訪
れ
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
じ
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
施
策

に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
今
後

の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和６年度決算　予算決算特別委員会

ペロブスカイトとは、特定の「ペロブスカイト
構造」という結晶構造を持つ物質（鉱物やその構造
を利用した材料）のことで、特に次世代太陽電池（ペ
ロブスカイト太陽電池）の材料として注目されてお
り、薄くて軽く、曲げられる、安価に作れる、弱い
光でも発電できるなどの特徴から、窓や壁、ウェア
など多様な場所への応用が期待されています。

度会郡町議会連絡協議会研修会　

宮リバー度会ソーラーパーク発電所



令和８年２月15

関連行事
ゆた海フェスタ in
南伊勢町奈屋浦漁港

宿田曽漁港
海上歓迎・放流行事

（本大会写真提供：三重県）

式典会場
第44回  全国豊かな海づくり大会
     ～美し国みえ大会～  の想い出
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
　

第44回  全国豊かな海づくり大会に寄せて
　11月に開催された第44回全国豊かな海づくり大会は、本町にとって、海の大切さや
恵みを改めて見つめ直す機会となりました。大会は一つの節目ではありますが、ここで
示された思いやつながりを、これからの日常の中でどう生かしていくのかが問われてい
ます。議会としても、町民の皆さまとともに、南伊勢町の海を次の世代へ引き継ぐ道を
考えていきます。

委  

員  

長
　
田
　
岡
　
　
　
悟

副
委
員
長
　
森
　
　
　
源
　
久

委
　
　
員
　
倉
　
田
　
　
　
育

　
　
　
　
　
山
　
本
　
克
　
彦

　
　
　
　
　
上
　
村
　
直
　
美

　議会だよりについて
のお問い合わせや、議
会に関するご意見、ご
要望がございました
ら、議会事務局まで、
ご連絡下さい。
☎ ０５９９
  　　（６６）１７８１
FAX  ０５９９
  　　（６６）２１６４

議
　
　
長
　
東
　
　
伊  

久  

雄

　
冬
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
海

や
山
に
目
を
向
け
る
と
、
季
節

の
変
わ
り
目
を
感
じ
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

議
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
号
を
も
っ
て
、
現
在
の
議

員
に
よ
る
任
期
が
一
区
切
り
と

な
り
ま
す
。
任
期
中
、
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
や

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
の
気
づ

き
は
、
議
会
広
報
を
進
め
る
上

で
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し

た
。

　
次
号
か
ら
は
、
新
し
い
委
員

構
成
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
議
論
や
経
験
を
大
切
に
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
よ
り
身
近
で
、

わ
か
り
や
す
い
議
会
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
が
、
こ
れ
か
ら

も
町
民
の
皆
さ
ま
と
議
会
を
つ

な
ぐ
、
窓
口
で
あ
り
続
け
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。（田

岡
）

編
集
後
記

南伊勢町議会議員選挙

問い合わせ先　南伊勢町選挙管理委員会　☎0599-66-1111

投 票 日 4月8年令和 19日（日） 
投票時間　 午前7時から午後6時まで 

立候補予定者説明会 　と　き　 2月令和８年 24日（火）　午後2時から　
ところ　役場南勢庁舎３階会議室

事 前 審 査 　と　き　
ところ　役場南勢庁舎３階会議室

4月令和８年 8日（水）　午前9時から　

※表紙の写真は、第44回全国豊かな海づくり大会   海上歓迎・放流行事１ヶ月前リハーサル
の様子です。

（本大会写真提供：三重県）


